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平
岡
　
清
樹
　
議
員

ま
だ
ま
だ
改
善
、
随
意
契

約
の
透
明
度
を
上
げ
る

問①
随
意
契
約
の
情
報
公
開
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

②
５
年
間
以
上
同
じ
業
者
が

受
託
し
て
い
る
件
数
は
。

③
５
年
以
上
連
続
契
約
で
、

契
約
金
額
が
減
額
さ
れ
て
い

な
い
契
約
は
何
件
か
。

④
今
年
の
随
意
契
約
の
各
課

件
数
と
総
金
額
は
幾
ら
か
。

答　
長
尾
総
務
部
長

①
全
て
の
入
札
結
果
、
少
額

随
意
契
約
以
外
の
随
意
契
約

結
果
、
２
５
０
万
円
以
上
の

工
事
の
発
注
見
通
し
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
閲
覧
に
よ
り

公
表
し
て
い
る
。

②
合
計
３
１
８
件
で
あ
る
。

③
合
計
２
６
１
件
で
あ
る
が
、

発
注
時
期
や
労
務
単
価
の
変

動
、
発
注
内
容
等
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
、
一
概
に
業

者
変
更
や
契
約
金
額
の
減
少

に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
。

④
平
成
25
年
11
月
末
現
在
の

随
意
契
約
は
左
表
の
と
お
り
。

地
元
企
業
の
保
護
か
ら
育

成
へ
の
転
換

問①
行
政
と
議
員
の
発
想
の
転

換
で
企
業
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

政
策
を
立
ち
上
げ
、
成
長
戦

略
を
。

②
自
主
財
源
拡
大
に
向
け
て

の
思
い
、
気
概
は
あ
る
の
か
。

答　
武
智
市
長

①
企
業
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

役
員
が
大
き
く
若
返
っ
た
伊

予
商
工
会
議
所
を
中
心
に
新

し
い
発
想
と
行
動
力
で
風
を

起
こ
し
、
商
工
業
の
活
性
化

を
期
待
し
て
い
る
。
双
海
中

山
商
工
会
で
は
本
年
度
よ
り

県
や
全
国
商
工
会
連
合
会
等

の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活

用
し
、
商
工
業
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
関
係
機
関
と
行
政
が

連
携
を
密
に
し
、
企
業
の
育

成
を
図
っ
て
い
く
。

答　
長
尾
総
務
部
長

②
将
来
を
見
据
え
た
伊
予
市

を
つ
く
り
上
げ
る
に
は
、
自

主
財
源
を
４
割
と
言
わ
ず
５

割
に
上
げ
て
い
く
こ
と
も
、

今
後
、
政
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進

問①
個
人
向
け
太
陽
光
発
電
設

置
促
進
計
画
は
あ
る
の
か
。

②
高
齢
化
農
家
へ
農
業
経
営

促
進
提
案
を
し
て
い
る
か
。

③
農
地
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
の
考
え

は
。

④
導
入
後
の
農
家
所
得
効
果

を
ど
う
考
え
る
か
。

答�

武
田
市
民
福
祉
部
長

①
現
在
の
と
こ
ろ
個
人
向
け

の
設
置
促
進
計
画
に
つ
い
て

は
、
策
定
し
て
い
な
い
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
現

行
の
補
助
額
（
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
単
価
５
万
円
、
上

限
20
万
円
）
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
自
治
体
で

も
高
い
水
準
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　

国
の
補
助
制
度
は
、
本
年

度
末
で
廃
止
が
濃
厚
で
あ
る

が
、
そ
の
効
果
は
、
災
害
時

の
電
力
確
保
な
ど
防
災
対
策

と
し
て
の
役
割
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
継
続

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答�

久
保
産
業
建
設
部
長

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
高
齢

農
家
を
担
い
手
と
連
携
す
る

農
業
者
と
位
置
付
け
、
そ
の

知
識
と
技
術
を
生
か
し
、
担

い
手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
助
言

等
を
行
う
支
援
農
家
と
し
て

参
画
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

③
耕
作
放
棄
地
や
荒
れ
地
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
土
地
資

源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し

検
討
し
た
い
。

④
固
定
価
格
買
取
制
度
が
開

始
さ
れ
、
導
入
後
、
農
家
所

得
効
果
は
20
年
間
担
保
さ
れ

る
が
、
地
域
へ
の
利
益
還
元

方
法
や
地
域
の
合
意
形
成
、

計
画
的
な
農
地
利
用
へ
の
調

和
、
導
入
資
金
計
画
等
の
課

題
を
認
識
し
て
い
る
。

課名 件数 金額（万円） 課名 件数 金額（万円）

総務課 23 820 農林水産課 41 1,500

防災安全課 5 1,700 農業振興課 4 190

税務課 12 3,280 商工観光課 10 1,520

庁舎建設課 14 420 会計課 1 70

まちづくり創造課 25 7,880 水道課 349 4,880

財務課 85 1,190 下水道課 35 11,260

福祉課 9 400 中山地域事務所 14 930

長寿介護課 2 170 双海地域事務所 17 670

市民生活課 27 18,680 農業委員会 3 90

保険年金課 20 890 行政委員事務局 1 10

健康増進課 32 8,260 議会事務局 1 330

子育て支援課 109 1,440 学校教育課 393 7,240

都市整備課 250 4,580 社会教育課 80 2,330

道路河川課 84 5,230 約８億5,980万円




